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２０２１年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：    R4 年  4 ⽉ 15 ⽇ 
● 事 業 名 ：カヌーを通じての共⽣社会、インクルーシブの実現を⽬指す事業  
● 資⾦分配団体 ：公益財団法⼈ブルーシー・アンド・グリーンランド財団  
● 実 ⾏ 団 体 ：宮城県障がい者カヌー協会   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

１．障害児が、カヌー体験を知っ
て、参加する状態となる。 

①カヌー体験に参加
した対象となる⼦供
の数 
②カヌー体験を⾒学
した対象となる⼦供
の数 
③カヌー体験に参加・
⾒学した対象となる
⼦供の満⾜度 

①地域全体で 150 ⼈ 
②地域全体で 30 ⼈ 
③満⾜度調査（エンドライン調査
を⾏いベースラインと⽐較する） 
④地域全体で 10 ⼈ 

①2023 年
2 ⽉ 

①地域全体で 60 ⼈ 
②地域全体で 0 ⼈ 
③アンケートでリピー
ト希望が 8 割 
④地域全体で 20 ⼈以
上 
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④カヌー体験に協⼒
したサポーターの数 

２．障害児の保護者が、⼦どもを
積極的に、カヌー体験プログラ
ムに参加させる状態となる。 

①カヌー体験を⾒学
した保護者の数 
②カヌー体験を⾒学
した保護者の満⾜度 

①地域全体で 150 ⼈（初期値から
5 倍） 
②満⾜度調査（エンドライン調査
を⾏いベースラインと⽐較する） 

①2023 年
2 ⽉ 

①地域全体で 100 ⼈ 
②アンケートでリピー
ト希望が 9 割 
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３．障害児⽀援施設や障害者⽀
援団体等、特別⽀援学校のスタ
ッフが、カヌー体験プログラム
を認知して参加する状態とな
る。 

①カヌー体験を⾒学
したスタッフの数 
②カヌー体験を⾒学
したスタッフの満⾜
度 
③障害児⽀援施設や
障害者⽀援団体等へ
の事業及び団体等の
周知活動の数 

①地域全体で 20 ⼈ 
②満⾜度調査（エンドライン調査
を⾏いベースラインと⽐較する） 
③30 団体 

① 2023
年 2 ⽉ 

① 地域全体で 10 ⼈ 
②聞き取りで満⾜度が
⾼い 
③事業認識の⽀援学校
は増加（名取⽀援、岩沼
⽀援、船岡⽀援学校） 

2 

４．特別⽀援学校や障害者⽀援
団体等で、カヌー体験に関する
認知することにより、障害者団
体だけではなく通常の学校や健
常者のカヌー団体など新たな連
携・協⼒・⽀援を⾏う団体等が体
験会に参加する状態となる。 

①連携・協⼒・⽀援す
る学校・団体等の数 
②カヌー体験以外で
連携・協⼒・⽀援する
学校・団体等の数 
③カヌー体験を⾒学
した学校・団体等の数 

①地域全体で 5 事業者 
②地域全体で 5 事業者 
③地域全体で 5 事業者 

① 2023
年 2 ⽉ 

① 地域全体で 6 事業
者 

学校３・団体 6 
②地域全体で 6 事業者 
学校 2・団体 3 
③地域全体で 5 事業者 
学校１・団体 5 

1 

５．当団体と連携協⼒団体（障害 ①当団体と連携協⼒ ①つながる連携協⼒団体の増加 ① 2023 ① 宮城県障害者スポ 1 



3 
 

児等⽀援団体以外も含む）から
体験会等を通じて⼊会、ボラン
ティア登録へとつながる状態と
なる。 

団体間のつながりの
数 
②当団体と連携協⼒
団体間のつながりの
質 

（初期値より増加） 
②つながりの質の向上（団体間の
つながりをもつ） 

年 2 ⽉ ーツ協会、障害児⽔
泳教室 MOTTO、
仙台運送（カヌー配
送⽀援） 

② 団体間のつながり
に変化 

６．新型コロナウイルス感染症
対策をすることによって、障害
児、関係者が安全に事業に参加
することが出来る状態となる。 

器材、器具を準備する
ことで三密対策等の
安全対策を講じた事
業が実施できている
状態。 

新型コロナウイルス感染症の安全
対策が不⼗分な状態 

①2021 年
9 ⽉ 

聴覚障害者が⼝の動き
を⾒えるようにフェイ
スシールド、使い捨て
の鉛筆、⾞いすけん引
器具による介助密の回
避などの対策ができて
いる。 

2 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ 変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
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3. 活動に関する報告 
今年度は体験会参加から、競技に興味のある障害児が発掘され、2022 年度は練習会、競技会への参加が⾒込まれる。 
 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
宮城県障害者スポーツ協会より障害児の⽔泳教室を運営している MOTTO と結びついたことにより、教室内で体験会を開催することがで
き、感染者が発⽣した場合でも適切に対応が出来る環境ができた。 

② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þ イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
会のサイトはないが関係者が体験会を SNS 等で発信 
https://a-
motto.jimdofree.com/2022/03/08/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%96%E3%82%AB%E3
%83%8C%E3%83%BC%E4%BD%93%E9%A8%93%E4%BC%9A/ 

2.広報制作物等 
3.報告書等 

 最終年度に広報誌と報告を兼ねた冊子を作成する。 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した ☐⼀部未公開 þ未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：任意団体でWEBサイトがないため 

3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þ はい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ 内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
☐はい  þ いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：任意団体で役員以外の会員がいないため 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☐はい  þ いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：任意団体で役員以外の会員がいないため（総会の開催のみ） 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ 内部監査を実施  ☐外部監査を実施  þ 実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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